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人権について考える 
 

本校では、１２月５日から１２日までの一週間を「人権週間」として、全校で人権について深く考える

取り組みを行いました。 

この人権週間の中心にあるのが、１２月１０日の「世界人権デー」です。１９４８年の１２月１０日、

国連の総会で「世界人権宣言」が採択されました。これは、全ての人々が生まれながらにして持つ基本的

人権を、初めて国際的に明確に定めた、画期的な宣言です。国や文化、人種の違いを超えて、「誰もが人間

として尊重され、幸せに生きる権利がある」という共通の目標と基準が示されました。この日を含む一週

間を人権週間として、みんなで人権について考える機会としています。 

 

１２月８日の人権集会で、私は全校児童に次のような話をしました。 

（裏面に続く） 

今日は、人権という、とても大切なことについて、皆さんと考えていきます。 

 まず、みなさんにお尋ねです。「人権って、何でしょう。」と聞かれたら、どう答えますか。「人権」

って聞くと、少し難しい言葉に聞こえるかもしれませんね。でも、これは、皆さんが生まれた時から

誰でも持っている、たった一つの、かけがえのない宝物のことです。それは「自分らしく生きて、幸

せになっていいんだよ」という権利です。皆さんが、にこにこ笑ったり、好きな勉強をしたり、遊ん

だり、いろいろなことに挑戦したり。そうやって、毎日楽しく過ごすことができるのは、この大切な

宝物、つまり「人権」が守られているからなのです。 

 人はそれぞれ、顔もかっこうも性格も気持ちも、何もかも違いますよね。「人はそれぞれ違う」みん

な同じというのは、ありえません。この世界に、自分と同じ人間は誰もいない。人間一人一人は違う。

そして一人一人が違うことは、とても素晴らしいこと。人権を大切にするということは、まず、「自分

と違うこと」を素晴らしいことだと認めることから始まります。「あの子は自分と違うから変だ」では

なく、「へえ、そんな考え方もあるんだね」とか「そういうのが好きなんだね」などと、相手を認める

こと、相手を大切にすることです。 

人権を大切にする優しい学校をつくるために、校長先生は皆さんに、特に次の三つの言葉を、勇気

をもって声に出してほしいと考えています。 

 一つ目は「ごめんなさい」です。もし、誰かの心を傷つけてしまったら、すぐに謝る勇気。「ごめん

なさい」と言える人は、本当は、強い人だと私は思います。 

 二つ目は「ありがとう」です。誰かに親切にしてもらったら、「ありがとう」と感謝の気持ちを伝え

る勇気。「ありがとう」は、相手の心を一番温かくしてくれえる、魔法の言葉なのです。 

 三つめは「やめて」と「助けて」です。もし、自分が嫌な気持ちになったり、友達が困っていたり

したら、「それはだめだよ」「やめてほしい」とはっきり言う勇気。そして、先生や大人に「助けて」

と伝える勇気。これは、自分の人権を守る、友達の人権を守るためのとても大切な行動です。 

 もう、皆さんは分かっていることと思いますが、いじめやいじわるは、絶対にしてはいけません。

それは、友達の宝物である「人権」を、ズタズタにしてしまう行為だからです。 

 最後にこのお話をします。これは何ですか。そう、私たちの「さくらまち習慣」ですね。この中に、

「友達にやさしくすること」があるのは分かりますか。どこにありますか。そう、ここですね。「小さ

なことからあったか言動」頑張りましょう。 

優しい心を持った人は、優しい顔で、優しい言葉を話し、優しい行動をします。みなさんの優しい

心で、ここにいる全ての人が、毎日笑顔で過ごせる桜町小学校、笑顔いっぱいの桜町小学校にしてい

きましょう。 



また、この集会で発表された各学年の仲良し宣言は次の通りです。 

 

人権は、人が生まれながらにして持っている、幸せに生きるための権

利です。学校では、子供たちが多様な友達と関わりながら、社会の一員

として成長していきます。人は皆、得意なこと、苦手なこと、考え方や

背景が違います。これらの「違い」を「個性」として尊重し合い、思い

やりや生命・人権尊重の精神を育んでいければと思っています。ぜひご

家庭でも「人権」や「違いを認め合うこと」などについて話題にしてい

ただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

１年 ともだちの よいところを 見つけて、みんな えがおの １年生になります 

２年 みんなで ジャンプ！ にこにこ えがおで たすけ合おう 

３年 ゆるす みとめる ありがとうを大事にする ３年生になります 

４年 みんなで助け合い、いじめや差別をしない４年生になります 

５年 HAPPINESS を目標に一人一人のよさを認め合い、困っている人に手を差し伸べられる学年

になります 

６年 私たち六年生は、誰もが自分らしく輝ける学級、学校を作っていきます 

朝、始業前の運動場の風景。多くの子供たちが友達と一緒に音楽に合わせてランニングをしていま

す。「ランラントラック走り」と名付けており、運動習慣を身に付け、体力の向上を目指しています。

今年度も年明け１月末に「ランランチャレンジ大会」と銘打った持久走大会を計画しています。（「冬

のオリンピック」から「ランランチャレンジ大会」に名称を変更しました。）ぜひ、大会では日頃の練

習の成果を存分に発揮してほしいと思います。 

 


